
 

東 京 電 機 大 学 大 学 院 理 工 学 研 究 科 規 則  

 

（平成 22年３月９日） 

（規４第 82号） 

 

第 １ 章    総    則 

 

（趣旨） 

第１条 この規則は、東京電機大学大学院学則（以下「大学院則」という。）第３条第２項に基づ

き、理工学研究科（以下「本研究科」という。）の人材の養成に関する目的その他の教育研究上

の目的、学年及び学科、教育課程、課程修了の要件その他大学院学則施行上必要な事項を定め

る。 

 

（人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的） 

第２条 本研究科は、急速に進化する科学技術と多様化する価値観に対応できる高度専門科学技

術者・職業人の養成を目的とする。そのために、理工学の専門分野における基礎力を強化する

と共に、専門の教育・研究を通して他分野を眺められる視野の広い科学技術者・職業人の育成

に努める。 

すなわち、知識を集積するだけではなく、問題意識を持ち、自ら考え、問題解決能力、応用

力を養う教育を実践し、創造性豊かな人材を養成する。 

２ 本研究科の各専攻における人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的は、次のとお

りとする。 

（1）理学専攻は、応用分野の広さから現代の科学技術社会の理論的支柱となっている理学諸分野

において、物事を論理的に考察し、柔軟に対応のできる科学技術者・職業人の養成を目的とする。 

そのために、数理科学・物質化学の分野から、専門的知識・技術の涵養をはかるとともに、論理

的思考力が身に付くような教育研究を行う。 

すなわち、将来の科学技術社会の理論的支柱となり、更なる発展へ本質的に貢献できる人材を

養成する。 

 

（2）生命理工学専攻は、生命現象に関する種々の謎の解明や人類の直面する諸問題（医療問題、

環境問題、食糧問題など）の解決に対応できる科学技術者・職業人の養成を目的とする。そのた

めに、生命理工学分野における基礎力を強化するとともに、専門性の深化を図る教育研究を行う。 

 すなわち、各専門分野の細分化が進む前記の諸問題に、深い教養と学際的な視点から取り組む



 

ことのできる人材を養成する。 

 

（3）情報学専攻は、情報技術の進歩に伴いますます発展し多様化する高度情報化社会の要請に応

え、その基盤となる情報学の発展に貢献できる科学技術者・職業人の養成を目的とする。そのた

めに、理工学から社会科学・人文科学の領域にまで拡大した学際的な学術分野である情報学の各

分野の、分野横断的・文理複合的な教育研究を行う。 

すなわち、幅広い専門知識をもち、多角的で総合的な判断能力と問題解決能力を有する高度かつ

先端的な人材を養成する。 

 

（4）電子・機械工学専攻は、電気・電子工学、機械工学を基盤として、科学技術の進歩とそ

の変革、産業の拡大などに伴い多様化する高度技術社会に対応できる科学技術者・職業人の

養成を目的とする。そのために、電気・電子工学、機械工学の基礎力の強化と共に応用力が

身につく教育研究を行う。 

 すなわち、学際的な専門知識と技術力を持って、社会に貢献できる創造性豊かな人材を養

成する。 

 

（5）建築・都市環境学専攻は、建築、土木工学、都市環境学などの専門知識をもとにして、

社会が要請する都市づくりや建築に柔軟に対応できる科学技術者・職業人の養成を目的とす

る。そのため、建設分野の基礎力を強化するのみならず、人間、社会、環境に配慮できる建

設技術を身につけられる教育研究を行う。 

 すなわち、専門知識のみならず、多様な価値観に配慮して自ら問題を解決することができ

る創造性豊かな人材を養成する。 

 

第 ２ 章    学年及び学期 

 

（学年・学期） 

第３条 学年は、４月１日に始まり、翌年３月 31日に終る。 

２ 学年を、次の２つに分ける。 

  前学期 ４月１日から９月 15日まで 

  後学期 ９月 16 日から翌年３月 31日まで 

 

 

第 ３ 章    教育課程 



 

  

（授業科目・単位等） 

第４条  本研究科における授業科目及び単位数は、別表第１のとおりとする。 

 

 

第 ４ 章    成績及び修了 

(成績評価・単位認定) 

第５条 本研究科は大学院則第 22 条に基づき、科目の成績評価を行う。 

２ 本研究科における、成績評価及びＧＰＡ（Grade Point Average）ポイントは、次の評点区分

に基づき行う。 

 

評点 成績評価 ＧＰＡポイント 

90～100 Ｓ 4 

80～89 Ａ 3 

70～79 Ｂ 2 

60～69 Ｃ 1 

0～59 Ｄ 0 

放棄 － 0 

 

 

 

（修士課程修了の要件） 

第６条 本研究科において修士課程を修了するには、２年以上在学し、所要科目 30 単位以上を修得

し、かつ必要な研究指導を受けた上、修士論文の審査及び最終試験に合格しなければならない。

ただし、在学期間に関しては、優れた業績をあげた者については、1 年以上の在学で修了を認め

ることができる。 

 

第 ５ 章    改 正 

 

（改正） 

第７条  この規則の改正は、本研究科委員会の議を経なければならない。 

 

 

                             附 則        

 



 

１  この規則は、平成 22 年４月１日から施行する。 

２ この規則は、平成 23 年３月８日に第４条別表第１(理工学研究科の授業科目及び 

単位数)を改正し、平成 23 年４月１日から施行する。 

３ この規則は、平成 24 年 3 月 13 日に第５条を追加し、次条以下を繰り下げ、第４章、第４条

別表第１(理工学研究科の授業科目及び単位数)を改正し、平成 24 年４月１日から施行する。 

ただし、平成 23 年度以前に入学された者の成績評価及びＧＰＡ（Grade Point Average）ポ

イントの評点区分については、第５条第 2 項の定めに係らず、次のとおりとする。 

 

 

 

 

 

 

４ この規則は、平成 24 年４月 10 日に第２条（人材の養成に関する目的その他の教育研究上の

目的）、第４条別表第１（理工学研究科の授業科目および単位数）を改正、第６条第 2 項（修

士課程修了の要件）を削除し、平成 25 年４月１日から施行する。ただし、平成 24 年度以前に

入学した者における修士課程修了の要件については、第 6 条の定めにかかわらず、修士課程の

目的に応じ適当と認められるときは、特定の課題についての研究の成果の審査をもって修士論文

の審査に代えることができるものとする。 

（東京電機大学大学院理工学研究科修士課程デザイン工学専攻の存続に関する経過措置） 

大学院理工学研究科修士課程デザイン工学専攻は改正後の第２条、第４条別表 1 および第６条

の規定にかかわらず、平成 25 年３月 31 日に当該専攻に在学する学生が当該専攻に在学しなく

なるまでの間、存続するものとする。 

 

５ この規則は、平成 26 年３月 11 日に第４条別表第１(理工学研究科の授業科目及び単位数)

を改正し、平成 26 年４月１日から施行する。 

評点 成績評価 ＧＰＡポイント 

90～100 Ｓ 5 

80～89 Ａ 4 

70～79 Ｂ 3 

60～69 Ｃ 2 

0～59 Ｄ 0 

放棄 － 0 












